
ホームパーティー形式のパフォーマンスで、役者に決められた台詞は「どーぞ」だけ。

そのプロセスは約一年かけて準備される。“会場となる家を味わう会”が定期的に設

けられ、そこでの日々のやり取りが、徐々にその場所ならではの世界観を生み出してい

く。観客はホームパーティーに招かれた客として「どーぞじんの文化」を体験する。

①新しい共同体のかたちを探る可能性

一体感があるわけではないのだが、それぞれの場所でそれぞれにのびのびと過ごす人々の表情に、

新しい共同体のあり方を垣間みる。

②じっくりプロセス／積み重ねた時間の厚みがモノをいう

月に1度の「田中邸を味わう日（会場に集い、掃除をしたり、お茶会を開いたり、近所の人たちと一

緒にお昼を食べたりする企画）」から始まり、打ち合わせ、見学、顔合わせ、企画など数々の小さな

“集いの場”を設けていく。そして、その集いの場を通じて、縁のあった人々の中に秘められた欲望

を見つけ出し、そこから“そのひとなりの本番の居方”を創り出していく。そして、光や音、色やストー

リーに気を配りながら、その人の作業や行為をパフォーマンス作品の中に着地させていく。

・ そこにはいない誰かの話は、この屋敷の外

に広がる人や地域の関係と、労苦も含めたリ

アルな生活をふと思い起こさせた。確かに目

の前の集まりはユートピア的で、ともすれば軽

く「癒し」なんて言葉とも結びつけられてしま

うものだろう。けれど、その背景には、たくさ

んの人がいて、語られなかったことが山ほど

あり、その繋がりの中に「どーぞじんのいえ」

は建っている。

─鈴木理映子さん（演劇ライター）

・ 意味、効率、目的といった価値から解放さ

れた（ようにみえる）「どーぞじん」の集まり

は、なぜかそんな歴史に思いを馳せさせる。

だから、あの場に懐かしさや安心を感じたの

だろうし、3.11後に多くの人が求め始めた価

値を象徴する場のようにも思えてしまう。

ともあれはっきりしているのは、ここには

「どーぞ」の誘いをいぶかしむ常識おとなをも

「なんか幸せ」な気分にさせる包容力とエネ

ルギーがあるということ。先のことはわからな

いけれど、「どーぞじん」との邂逅は、どんな

人生にとってもまずまずの吉兆であることだ

けは間違いないと思う。

─さんおばさん（フリーライター）

・ 「どーぞじんのいえ」のカオスは、そういっ

たこれまでの活動で知り合ったひとたちの集

合の場だったようです。そういうひとたちが、

よそからきたお客さんをどーぞどーぞと迎え

る。お客さんはどーもどーもと家に上がりこ

む。あとは家のあちこちでみんな勝手に座りこ

んで、好き勝手にしてる。

この感じ、なんか知ってる、と思ったら、公

園でした。しかもかなり広い公園。都立レベ

ルの。休みの日になると、レジャーシートを敷

いてなごむ家族、散歩やスポーツをするひと、

楽器を演奏するひとが、共存できる広さ。そ

れが屋内で実現できているのは、増改築で入

り組んだこの不思議な建物の力も大きいと思

います。

─長島確さん（ドラマトゥルク、翻訳家）

どーぞじんのいえ体験者の「訪問記」より抜粋
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6 どーぞじんのいえの魅力

どーぞじんのいえとは

どーぞのひと言が

新しいホームをつくる
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バーニャカウダ型
馴染みの野菜もじっくり蒸したら本領発揮

◆場所　

①3つ以上の性質の異なる空間を有する家

 

◆人

①「どーぞ」という人々

②訪れる人々

③写真を撮る人

④記録係

 

◆道具

①招待状風のチラシ、当日パンフレット

公演のチラシは演出の富塚絵美からの招

待状 ▷［P46 どーぞじんのいえ チラシ 参照］ に

なっていて、帰り際に渡される当日のパン

フレットにはそこで時間を過ごした人だけ

がわかる“出来事を思い出すためのメモ”

が記されている。これは口頭伝承を重要

視するどーぞじんの文化への敬意の表れ

である

②音

③お菓子

④灯り

⑤遊具

⑥座布団

⑦物語

⑧お茶

⑨建物／工作物

⑩カメラ

◆プロセス

①運営メンバーを募る：3名以上

②ディレクターを選ぶ

③場所を探す：魅力的な家

④「集いの場」をつくる。「どーぞじん」を

つくる

⑤いろいろなところで出会った人たちを

会場に再編成する

⑥招待状を書く：運営メンバー3人がそれ

ぞれの友達に招待状を送る（異なる内輪

を複数存在させるために）

⑦ディレクターは小さな集いの場に集まっ

た人の中から、以下の担当者を選ぶ

・音

・お菓子

・灯り

・人々

・遊具

・座布団

・物語

・お茶

・建物／工作物

・カメラ

以上の10名とディレクターが中心になっ

て当日まで準備をする

⑧開催当日「どーぞ」といってお客さんを

迎える

 

◆当日の様子（2013年3月の例）

①門に近づくと色々なモノオトが聞こえて

くる。小さな入り口から入る

②庭で受付を済ますと2階の窓からクッ

ションが投げられ、手渡される

③玄関に酒屋のケースを変形させて作っ

た下駄箱があり、座布団に乗ったどーぞじ

んが、出迎える

④家の中を自由に回遊しながら見学し、お

茶を飲みながら、そこに居るどーぞじんた

ちとのんびり時間を過ごす

⑤2階の大広間に全員で集まって挨拶と

乾杯があり、風変わりなお菓子を食べなが

らどーぞじんたちと語り合う

⑥近所のお花屋さんがバラや差し入れを

届けに来たり、お客さんが突然踊り出した

りと、その場に起きるささやかな出来事を

時間の許す限りじっくり味わう

⑦最後に集合写真を撮る

 

どーぞじんをつくるポイント

①3ヶ月以上のある一定期間、様々な場所

で小さな集いの場をつくる

②小さな集いの場を繰り返しおこない

「どーぞじん」の習慣をつくりだす

※「小さな集い」の条件：本番の会場とそ

の他の場所、合わせて3つ以上の異なる場

所でおこなう

必要なもの

つくりかたどーぞじんのいえレ

シ

ピ
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ホームパーティー形式パフォーマンス

どーぞじんのいえ チラシ
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